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第２章　情報を活かそう

情報源としてのメディア
　情報を類別する観点の一つとして，メディアが挙げ
られる。メディアによって情報源を類別した場合，印
刷メディアと電子メディアに分けられる。印刷メディ
アは，古くから図書館などで対象とされてきた情報源
である。電子メディアには，オンラインデータベース
や などが含まれる。この類別からは，情報
を記録する媒体の違いであると同時に，記録手段の違
いを意識することができる。すなわち，紙に印刷して
記録されたものと，ディスクに磁気的に記録されたも
のの違いである。また，図書館における取り扱いの違
いともなる。例えば，収集方法，利用環境，利用方法
といった面で，さまざまな相違が見られるのである。
　情報源としての利用を考えた場合，これらのメディ
アが競合関係に置かれることは明らかである。しか
し現実には，両者は並存状況となっているように思わ
れる。例えば，書籍などの印刷メディアと
を比較した場合，情報を検索するという観点からは，

にはさまざまな特性が備わっている。しか
しその一方で，電子メディアは印刷メディアの情報源
に対する需要を大きく減らすまでには至っていない。
利用方法に応じての使い分けや，印刷メディアに対す
る愛着やその利用習慣が影響していると思われる。音
楽のレコード盤が に取って代わられてしまったよ
うな様相は，現在のところ見られない。

収録情報の比較
　印刷メディアと電子メディアについて，収録され
ている情報という観点から考えた場合，網羅性と新鮮
さ，マルチメディアといった点での比較ができる。ま
ず，情報量について見ると，電子メディアが印刷メ
ディアを圧倒しており，なおかつ網羅的な検索も可能
である。オンラインデータベースの場合には，データ
ベースファイルの容量に依存しているが，技術的には
無限に近いデータを蓄積することが可能である。

の場合には，ディスクの限界があるものの，多
巻ものの百科事典が１枚の に収められてし
まい，印刷メディアのものとは比較にならない。
　情報の新鮮さに関しては，オンラインデータベース
の中には，例えば新聞社の ページなどで見られ
るように，分単位での更新をしているものもある。こ
れらは，度々更新される情報を求める場合に有効であ

る。印刷メディアの情報源では，収集した情報を編成
して情報源として産出するまでに数週間から数か月の
タイムラグが生じるのが一般的である。この点につい
ては も同様であるが， は，印刷
メディアに比べ，マルチメディアとしての特性が期待
できる。すなわち，音声情報，静止画ならびに動画に
よる画像情報を，文字情報と併せてディスプレイに表
示させることが可能になっている。
　なお，インターネット上の情報源の場合，記録情報
源としての環境整備が不十分なため，情報の入手に不
安定なことが多い。データの更新が容易であるにもか
かわらず，印刷メディアにおける「版」に相当する考
え方が曖昧であるため，典拠をコントロールするのが
難しい。従って，そこに記録されている情報の信頼性
を，典拠という考え方で保証することができないので
ある。

データベースでの検索
　コンピュータで処理されるデータベースで情報を検
索する時は，検索の手がかりとなる「キーワード」を
使って，検索を行う。一般的に，「書名」や「著者名」
などの項目をキーワードとして，そのものと一致する
ものだけを検索する。
１．シソーラス
　蔵書のようなデータベースでは，外来語や概念など
を伴う場合は，一つのものを同じ用語で呼んでいると
は限らない。例えば，コンピュータについて検索した
い時は，「コンピュータ」，「パソコン」，「計算機」，「情
報端末」なども一緒に検索できると便利である。この
ように，情報を提供する側は，同義語，上位語，下位
語などキーワードとして関連するものを用意しておく
必要がある。この関連する用語を整理して体系化し，
情報検索をより効率的にするものをシソーラスと言う。
２．類似型文章抽出法
　単語だけでなく，「ＡについてＢが書いてある本」
と検索する方法がある。特に，専門書などでは，「栄
養バランスを考えたお菓子のつくり方の本」とか，
「ペットとして飼える爬虫類の本」というように探す。
この場合は，コンピュータが入力された文章を解析し，
名詞や動詞を探し出し，関連するキーワードとして検
索する。これを類似型文章抽出法と言う。
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それぞれの情報源の利点と問題点を一つずつあげてみよう。

参考資料
・ 編著，『教科「情報」実習へのフライト』，日本文教出版，2001年

教科書 p.44～45 教科書 p.44～45

　身近な疑問を複数の情報源から調査し情報収集することによって，実際の収集手段を学び，それぞれの情報
源の特徴を理解する。情報源の利点と問題点を一つずつあげてみよう。

◆実習のねらい◆

準備するもの
関連図書や雑誌
Web ページを閲覧する環境
プレゼンテーション用ソフトウェア，文書処理ソフト
ウェア
まとめ用ワークシート：新・情報Ａ実習ノート31ペー
ジを活用することができる。

実習環境
・コンピュータ教室
・図書室

実習形態
・グループ（３～６名程度）

◆事前の準備◆

１．身近で簡単な疑問や問題を一つ挙げる。
（例：日本の人口は何人？

　　駅の近くで昼食を食べるのによい店は？
　　お得な携帯料金プランは？
　　記憶力をよくするのにお勧めの方法は？
２．１で挙げた疑問や問題に関し，複数の情報源から
情報を得てみる。
（例：インターネットと友人へのインタビュー）

３．調べた内容について，プレゼンテーション用ソフ
トウェアや文書処理ソフトウェアなどで発表し，お
互いに意見を交換する。

○目的はあくまでも情報源の特徴を理解することなの
で，単純で，複数の情報源を比較できるようなもの
を選ばせるとよい。考えさせる時間が取れない場合
は，教科書で例示したように教師からいくつか与え
て選ばせてもよい。

○それぞれどのような情報が得られたか，また，その
情報を得る時に便利だった点や苦労した点，得られ
た情報の信頼性などを考えさせる。

○簡単な発表を通じながら，情報を収集する際の利便
性や内容の信頼性などを話し合わせる。ワークシー
トを利用させてもよい。

◆実習の展開◆

生徒の活動 教師の関わり

○実習を通してさまざま
な情報源に関心を持ち，
その特徴を考えながら
情報収集しようとする
態度を身につけること
ができたか。

○それぞれの情報源に関
して，収集時の利便性
や情報の信頼性を考え
判断することができた
か。

○疑問や問題を解決する
情報を複数の情報源か
ら適切に収集すること
ができたか。

○各種情報源の特徴や特
性，長所や短所につい
て理解することができ
たか。

◆評価の観点◆

１．関心・意欲・態度 ２．思考・判断 ３．技能・表現 ４．知識・理解


